
ご
挨
拶

令
和
五
年
の
年
明
け
は
、
晴
れ
渡
る
空
の
下
、

箱
泉
寺
の
川
村
運
径
住
職
と
運
快
和
尚
を
お
迎

え
し
、
お
二
人
に
て
正
月
修
正
会
を
執
り
行
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
が
叶
い
ま
し
た
。

ま
た
、
二
月
四
日
に
は
、
た
く
さ
ん
の
皆
様

か
ら
の
願
い
の
こ
も
っ
た
護
摩
木
を
焚
き
、
今

年
一
年
が
無
事
に
過
ご
せ
ま
す
よ
う
、
厄
除
け

星
祭
祈
祷
を
執
り
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
方
に
ご
来
山
い
た
だ
き
ま
し
て

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
れ
も
、
ひ
と
え
に
神
仏
の
ご
加
護
、
そ
し

て
ゆ
か
り
び
と
の
会
の
皆
様
方
の
ご
支
援
ご
協

力
の
賜
物
と
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
も
コ
ロ
ナ
と
の
共
存
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
年
で
は
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
今
年
は

コ
ロ
ナ
も
第
5
類
と
区
分
さ
れ
る
予
定
と
な
り
、

少
し
ず
つ
コ
ロ
ナ
以
前
の
生
活
に
戻
れ
る
兆
し

が
見
え
て
参
り
ま
し
た
。
様
々
な
不
安
は
ご
ざ

い
ま
す
が
、
今
日
一
日
が
無
事
に
送
れ
た
こ
と

に
感
謝
し
、
御
仏
に
手
を
合
わ
せ
る
お
時
間
が

持
て
れ
ば
幸
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
ま
っ
と
う
に
幸
せ
に

生
き
て
こ
そ
、
御
仏
も
御
霊
も
喜
ば
れ
安
心
さ

れ
る
と
の
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
一
年
に
お
い
て
も
、
皆
々
様
の
お
幸
せ

を
心
よ
り
祈
念
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

令
和
五
年
弥
生
吉
日

大
師
山
法
楽
寺
代
表
役
員
代
行

高
橋

浩
一

「

３
・１
１
あ
の
日
を
忘
れ
な
い

東
日
本
大
震
災
」

今
も
な
お
記
憶
に
新
し
い
、
平
成
二
十
三

年
三
月
十
一
日
に
起
き
た
東
日
本
大
震
災
で

す
が
、
今
年
、
十
三
回
忌
を
む
か
え
ま
す
。

手
を
合
わ
せ
て
、
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の

ご
冥
福
を
心
よ
り
お
祈
り
し
、
ご
供
養
い
た

し
ま
し
ょ
う
。

当
山
で
は
、
東
日
本
大
震
災
犠
牲
者
の
ご

供
養
を
、
第
一
土
曜
日
に
開
催
さ
れ
る
例
祭

に
合
わ
せ
て
執
り
行
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、

今
年
は
、
川
村
運
快
和
尚
が
三
月
一
日
か
ら

三
月
十
二
日
ま
で
、
真
言
宗
智
山
派
総
本
山

智
積
院
に
て
開
か
れ
る
「
伝
法
灌
頂
」
に
行

か
れ
る
為
、
三
月
十
三
日
と
な
り
ま
す
。

・
日
時

三
月
十
三
日
（
月
）

午
前
十
時
よ
り

・
場
所

法
楽
寺
講
堂

※
塔
婆
の
申
し
込
み
を
希
望
さ
れ
る
方
は
寺
務

所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

《
令
和
五
年

春
彼
岸
供
養
会
》

・
日
時

三
月
十
八
日
（
土
）

午
前
十
時
よ
り

・
場
所

法
楽
寺
講
堂

※
塔
婆
の
お
申
込
み
を
希
望
さ
れ
る
方
は
寺
務

所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
法
楽
寺
寺
務
所
】
Ａ
Ｍ
9
時
～
Ｐ
Ｍ
5
時

電

話
〇
二
二
（
三
四
六
）
二
一
〇
六

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
二
二
（
三
四
六
）
二
一
〇
七

◎
第
一
例
祭

護
摩
法
を
行
い
ま
す
。

護
摩
の
火
に
身
を
近
づ
け
て
ご
利
益
を
い

た
だ
い
て
く
だ
さ
い
。
ど
な
た
様
で
も
自
由

に
参
拝
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

感
染
予
防
対
策
を
行
い
な
が
ら
、
ご
来
山

く
だ
さ
い
。

尚
、
願
い
を
書
く
護
摩
木
は
一
体
三
百
円

で
す
。
い
つ
で
も
受
付
け
し
て
お
り
ま
す
。

当
日
、
護
摩
木
に
願
い
事
を
書
く
場
合
に

は
、
お
早
め
に
ご
来
山
く
だ
さ
い
。

・
日

時

未

定

※
川
村
運
快
和
尚
が
三
月
一
日
か
ら
十
二
日
の
間
、

不
在
と
な
る
為
、
三
月
の
例
祭
（
護
摩
法
）
の
日
程

は
未
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
参
列
希
望
の
方
は
、

電
話
で
日
程
を
確
認
い
た
だ
き
ご
来
山
く
だ
さ
い
。

※
今
回
を
除
き
、
例
祭
は
毎
月
第
一
土
曜
日
で
す
。

◎
書
道
・
写
経
教
室

指
導
は
書
道
師
範
髙
橋
香
温
先
生
で
す
。

基
礎
か
ら
学
び
、
写
経
も
行
い
ま
す
。

・
日

時

毎
月
第
一
日
曜
日
に
開
催

午
後
一
時
半

～

三
時

・
場

所

法
楽
寺
講
堂

（
イ
ス
テ
ー
ブ
ル
席
あ
り
）

・
参
加
費

千
円
（
中
学
生
以
下
は
五
百
円
）

・
用

具

書
道
用
具
は
自
身
で
ご
用
意
下

さ
い
。

※
急
な
ご
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。

《
お
知
ら
せ
》

当
山
の
会
食
場
に
て
、
髙
橋
香
温
先
生
の

作
品
七
点

テ
ー
マ
「
扉
」
の
展
示
を
し
て

お
り
ま
す
。
「
光
」
「
花
」
「
風
」
の
詩
を

書
に
し
た
た
め
て
お
ら
れ
ま
す
。

ぜ
ひ
、
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
、
ご
来
山

く
だ
さ
い
。
（
展
示
期
間
は
未
定
で
す
）

◎
お
焚
き
あ
げ

仏
壇
、
神
棚
、
お
位
牌
、
仏
像
、
手
紙
、
写
真
、

時
計
や
指
輪
な
ど
燃
え
な
い
も
の
も
大
丈
夫
で
す
。

お
不
動
様
の
お
堂
の
前
に
て
ご
修
法
し
た
後
、

専
用
の
爐
に
て
お
焚
き
上
げ
い
た
し
ま
す
。

お
品
は
随
時
お
受
け
し
て
お
り
ま
す
。

※
お
焚
き
上
げ
は
不
定
期
に
行
っ
て
お
り
ま
す
。

※
送
付
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
必
ず
事
前
に

連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
布
団
と
衣
類
に
つ
い
て
は
、
受
付
け
し
て
お
り
ま

せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
ご
志
納
金
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

【
法
楽
寺
よ
り
】

○
星
祭
「
厄
除
開
運
祈
願
」
の
授
与
品
を
、

二
月
六
日
に
発
送
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

良
き
一
年
に
な
り
ま
す
よ
う
に
、
ご
祈
念

し
て
お
り
ま
す
。

○
年
間
管
理
費
に
つ
い
て

主
に
一
般
墓
を
ご
契
約
い
た
だ
い
て
い
る

皆
様
へ
、
三
月
に
年
間
管
理
費
の
振
込
用
紙

を
送
付
さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定
で
お
り
ま
す
。

お
墓
参
り
の
つ
い
で
な
ど
に
現
金
で
納
入

い
た
だ
い
て
も
結
構
で
す
。

ご
都
合
に
合
わ
せ
て
納
入
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

第251号 ゆかりびと（護持会だより） 令和５年（2023年）春期号

「春彼岸供養会」

3・11あの日を忘れない

「人間らしく生きる」

「人間は猿より三本毛が多い」とい

われます。何の毛が多いかというと、

一本目は「しつけ」です。衣類に仕付

け糸があって形を整えるように、何事

も基本をしっかり学ぶことが大切です。

生活においては、人間としての基本、

やって良いことと悪いことの分別を幼

児期からしっかり学ぶこと、社会のな

かでは、人は多くの人のお陰で生かさ

れていることを自覚し、人間同士のコ

ミュニケーションをとれる人になること。

二本目は「なさけ」です。「なさけは、

人のためならず」といいます。相手を

思いやる心が人間関係を良くします。

「人」という字は、お互いに支え合う

形をしています。相手を思いやり助け

合う心を養うことです。

三本目は「やりとげ」です。私たち

はシッカリ目標・夢を持ってその実現

のため努力していくことが大切です。

会
報
誌

ゆ

か

り

び

と

お
通
夜
な
ど
を
除
く
通
常
の
法
務
は
次
の
通
り
で
す
。

午
前
九
時
～
十
二
時
・
午
後
一
時
～
五
時

午
前
九
時
前
及
び
、
午
後
五
時
以
降
は
留
守
電
に
切

り
替
わ
り
ま
す
の
で
、
ご
用
件
は
そ
ち
ら
へ
吹
き
込
ん

で
く
だ
さ
い
。
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
。

○
ご
祈
祷
○
ご
葬
儀
○
ご
供
養
○
お
焚
き
上
げ

○
一
般
墓
○
規
格
墓
○
共
同
墓
○
自
然
墓
○
一

代
墓
○
ペ
ッ
ト
墓
○
み
や
ぎ
四
国
八
十
八
か
所

巡
り
道
場
○
摩
利
支
天
ネ
ッ
ト

（
法
楽
寺
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）

h
t
tp
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o
ur
ak
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/

（
ブ
ロ
グ
『
想
い
の
記
』
）
※
お
休
み
中
で
す
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